
 
平成24年10月9日 

東京都スポーツ振興局 
スポーツ祭東京２０１３実行委員会 

 
   

 

スポーツ祭東京２０１３本大会開催 1年前イベント 

お笑いタレントのトータルテンボスがゲスト司会者として登場！ 

会場がニッコリ笑顔と熱いファイトに包まれた白熱のダンスバトル 

「第 1回ゆりーとダンスコンテスト」 
～平成 24年 10月 8日（月・祝）スポーツ博覧会・東京 2012会場にて開催～ 

＜イベントレポート＞ 
 

 
「東京に 多摩に 島々に 羽ばたけアスリート」のスローガンの下、多摩・島しょを中心とする都内全域で開催す

る、スポーツ祭東京２０１３（第68回国民体育大会・第13回全国障害者スポーツ大会）の本大会開催まで約1年とな

る10月8日（月・祝）、スポーツ祭東京２０１３実行委員会は、下記のとおり「第1回ゆりーとダンスコンテスト」を

スポーツ博覧会・東京2012会場（駒沢オリンピック公園総合運動場）にて開催いたしました。 

 

 「ゆりーとダンスコンテスト」とは、来年9月28日（土）に開催する第68回国民体育大会総合開会式と10月12日（土）

に開催する第13回全国障害者スポーツ大会開会式のオープニングプログラムにおいて、ゆりーとダンスを一緒に踊っ

ていただく方々を選出するためのコンテストです。 

  

この度、開催させていただいた「第1回ゆりーとダンスコンテスト」では、キッズ部門5チームと一般部門5チーム

の計10チーム175名に出場していただき、秋晴れの空のもと熱いバトルが繰り広げられました。 

 

  

 



 

 
【開催概要】 

・日程：平成24年10月8日（月）13:15～15:15 

・会場：スポーツ博覧会・東京2012会場  

http://www.sports-expo.jp/ 

（駒沢オリンピック公園総合運動場） 

・審査員：細井 優（東京都 スポーツ振興局 局長） 

濱田“Peco”（ペコ）美和子さん、河原田 路子さん（ダンサー） 

・ゲスト：トータルテンボス 

・お問い合わせ：スポーツ祭東京２０１３「ゆりーとダンスコンテスト」事務局 TEL：03-3547-3636 FAX：03-3545-4370 
（受付時間：10時～18時 土日祝日および年末年始休業  12/27～1/3を除く） 
 
 

【受賞結果】 

＜キッズ部門＞ 

■1位：「武蔵村山ストリートダンス協会」 

■2位：「エンジェルキッズ」 

■3位：「☆GO!GO!ごたんの☆」 

■審査員特別賞：「ベリーズ」「わいわい子ども会 わいわいキッズホップ」 

 

＜一般部門＞ 

■1位：「FUCHUゆりーとダンサーズ」 

■2位：「エンジェル レインボー」 

■3位：「Cheer up!」 
■審査員特別賞：「都立日野高校ダンス部」「SOUL Freedom」 
 
 

＜当日の様子＞ 

 

会場ではお笑いタレントのトータルテンボスさんがゲスト司会者として登場すると、会場の子供たちから大歓声が

沸き起こりステージは一気に盛り上がりました。トータルテンボスの二人は、出場チームへの応援メッセージとして、

お決まりである「頑張りハンパねぇ。」のギャクで激励し、会場は笑いと和やかな雰囲気に包まれました。 

  

ダンスコンテストの前には、『ゆりーと』をはじめ、ゆりーとダンス「ニッコリ・ファイト！」の作詞・作曲と振

り付けを担当した濱田“Peco”（ペコ）美和子さんやゆりーとキッズによる、ゆりーとダンスのデモンストレーショ

ンが披露されました。出場チームのみんなは、『ゆりーと』の可愛い動きに合わせてそれぞれ思い思いに体を動かし、

これからの本番ステージにむけて気合を入れていました。 

  

そして、いよいよ幕を開けたゆりーとダンスコンテストでは、まずはじめにキッズ部門の5チームからパフォーマ

ンスが披露されました。各チームとも、趣向を凝らした『ゆりーと』らしい可愛い衣装で登場。緊張しながらもキッ

ズらしい初々しい表情で元気いっぱいに踊りきり、会場内からも「可愛い！」の歓声が上がっていました。続いて、

一般部門の5チームが順番に登場。2人編成の少人数のチームから数十人と大人数のチームまで、また友達やクラブ仲

間、親子など、多彩で個性あるチームが勢ぞろいしました。どのチームも、ぴったりと息の合ったパフォーマンスを

披露し、楽しそうなハツラツとした表情で爽やかに踊りきりました。 

  

各チームのパフォーマンスが終わると、審査員である濱田“Peco”（ペコ）美和子さん等によって審査が行われ、

いよいよ緊張の審査結果が発表されました。キッズ部門と一般部門それぞれ、審査員特別賞が2チーム、1位～3位が 

1チームずつ選出されました。各賞で自分のチーム名を読み上げられると、各チームとも大歓声を上げ嬉しさと驚き

で大興奮の様子でした。今回は、出場した全チームが入賞を果たすことができ、『ゆりーと』も自分のことのように

喜び出場した全チームを祝福していました。 

 
最後には、ゆりーとダンスコンテストを審査員として見守っていた濱田“Peco”（ペコ）美和子さんは、「こん

なにゆりーとダンスを皆さんに可愛がってもらえて嬉しいです。みなさんの笑顔がすごく光っていて、それだけで
元気になれました。」とコメントし、記念すべき「第1回ゆりーとダンスコンテスト」は閉幕しました。 



 
 
■お笑いタレントのトータルテンボスさんがゲスト司会者として登場 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■審査員の濱田“Peco”（ペコ）美和子さん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■『ゆりーと』がゆりーとダンスをデモンストレーションで披露！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■1位に輝いた「武蔵村山ストリートダンス協会」（キッズ部門）と「FUCHUゆりーとダンサーズ」（一般部門） 

 



 
※参考資料 

 

 

スポーツ祭東京２０１３ https://www.facebook.com/sports.sai.tokyo2013 

 ゆりーと｜スポーツ祭東京２０１３（@yuriito_tokyo）https://twitter.com/yuriito_tokyo 
 
 
スポーツ祭東京２０１３実行委員会は、スポーツ祭東京２０１３（第68回国民体育大会・第13回全国障害者 

スポーツ大会）の公式 Facebookページならびに公式Twitterをスタートしました。 

今後は公式サイト（http://www.sports-sai-tokyo2013.jp/）に加えて、Facebook、Twitterを通じてスポーツ祭

東京２０１３に関する様々な情報を発信していくほか、スポーツ祭東京２０１３のマスコットキャラクターである

ゆりーとが各種関連イベントの模様を紹介したり自らの活動を報告したりと、楽しい内容で展開していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《スポーツ祭東京２０１３とは》 

平成25年に東京都で実施する「第68回国民体育大会」と「第13回全国障害者スポーツ大会」を一つの祭典と

して開催するスポーツイベントです。「東京に 多摩に 島々に 羽ばたけアスリート」のスローガンの下、多摩、

島しょ地域を中心とする都内全域で開催いたします。東京都における国民体育大会（国体）の開催は、昭和 34

年の第14回大会以来、54年ぶり3回目、全国障害者スポーツ大会は初めての開催となります。 

 

 

 

 

     《ゆりーと とは》 

【Facebook】 【Twitter】 

ゆりーとは、都民の鳥「ゆりかもめ」がモチーフです。 「アスリート」や多くの

人々が、東京都を舞台に、 夢と目標に向かって羽ばたいていくよう、 

スポーツ祭 東京２０１３を応援します。 

https://www.facebook.com/sports.sai.tokyo2013
https://twitter.com/yuriito_tokyo

